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会長ほか。大学卒業後、県外で就職をし６年間働いた後、Ｕターンとして上勝町に戻る） 
 
Ｉターンが来る以前（特に協力隊受け入れる７年前以前のこと）、上勝が抱えていた課題

はなんでしょうか―。 
「まず、第１に仕事がないこと。山（林業）が駄目になり、しいたけも駄目になったで。

山に昔からあるもの（産業）が全然お金にならんで衰退しとる。これは、予想以上に悪

いと思ったな。それから、過疎と高齢化で町の将来がどうなっていくのかと思った。今

まで出役でやってきたこと、例えば用水などをする人がいなくなってしまったら、どう

するのか。」 
 
Ｉターンによって、学ばれたこと、地域が変わったと思うことはありますか―。 
「おったら元気になる。出役も出てくれる。おるとおらんでおもっしょさがちがう。そ

れから、わいらが感動せんことも感動する。こういうんもいいもんなんだと再発見する。」 
 
それは、例えばどんなことがありましたか―。 
「ほら、お盆の集い（地区住民主催の夏祭り）でビニールプールに金魚放したで。ほん

ときにな、プールまで届くホースがなかったんよ。ほんで、わいらが山から竹切ってき

て節取ってホースにしたら、あやちゃんがものすごく感動しとったで。そんなすごいん

かなぁと思った。わいらにしたら当たり前やけんな。」 
 
Ｉターンによる地域の変化はありますか―。 
「全体的に元気づいた。若い人が集まるようになり、いながら知り合いが増えた。旭（柿

田さんの住む地区）にいながら、付き合いの幅が広がった。出役でもわいらが思いつか

んようなアイデアを出してくれる。思ったことを言ってくれることがいいこと。旭は、

意見を言ってもそれは違うといわない地域。受け入れる。アイデアを取り入れてくれる。

ほうでなかったら残らなかっただろう。」 
 
◆インタビュー②：横山武志さん、新田秀子さん（上勝町産業課、緑のふるさと協力隊担

当） 
 Ｉターンが来る以前の課題はなんでしょうか。 
新田さん「どうやってこれからや

っていくのかということやな。い

ま町のことを中心になってやっ

ている人が 50～60 歳の人。その

人たちがまだ“若いし（若者）”

と言われて 
 
その中で、なにをＩターンから学

んだのでしょうか。 
新田さん「町全体でいえば、若い

人と会って気付かされることが

あり活性化した。今までは、年寄

りの意見に従うことがほとんど

だったが、若い人の意見を聞くよ

うになった。当たり前のことがそんなに大事なんだと気づかされた。そして、『１年きり

だから！』と何でも一生懸命する協力隊に刺激されて、『町外のもんがこんなに頑張って
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るのに、町内のもんもがんばらないと』と思うようになった。」 
横山さん「産業自体になにかというのでなく、まちが明るく前向きになった。『やってみ

てあかんかったら』という感じで何でもやってみるようになった。 
 
地域がどのように変化しましたか。 
新田さん「隣の人もおんなじ生活をしている田舎では、文化も伝統も、いままで口に出

して言う必要がなかった。でもよその人には言いたい。自分たちには当たり前のことだ

が伝えたい。伝えること自体が楽しみになる。」 
 
Ｉターンによって町はどのように変化しましたか 
横山さん「協力隊たちは、生活の中に入っていく。内面に違和感なく入っていくから、

自然に町が変わる。講演会や勉強会のように一過性のものではないし、急激に目に見え

てはっきり変わるものではないが、本当に変わる。」 
 

 
◆インタビュー③：武市さん（たけいち笑店店主、やまびこ認定士、村のイベントを取り

仕切る） 
I ターンによる地域の変化は―。 
「若いエネルギーとか若い女性がいると、町が元気になるんよ。特におっちゃんたちが

元気になる！若くて元気な女の子と地元の者が一緒に何かに取り組むと、それ自体が楽

しくて喜びを感じ、この「喜び」が人を動かす。本当に人を動かし地域を変えるのは、「学

び」ではなく「内面の喜び」なのです。上勝にいながら、外の空気、文化、さまざまな

人、価値観とつながれる」「田舎の課題、自分にとっての課題が、Ｉターンが入ってくる

ことによって一つ一つ解決していくようだ」 
 
◆インタビュー④：高尾晴子さん（彩農家、協力隊のときも今もお世話になっている上勝

の母的存在） 
「自分の子どもが（農業を）してないのにようするなー。一生懸命やることにびっくり

した。都会には農業に好奇心持ってる子がいっぱいいるのかな。田舎の生活に憧れてるん

だなと思った。田舎はあんまり好きじゃなかったけど、田舎も捨てたもんじゃないなと思

った。（Ｉターンと）一緒にいると若い子の考えを取り入れられるから若い気分でおれる。」 
 
◆インタビュー⑤：横石知二さん（株式会社いろどり 代表取締役副社長、上野勤務先。） 
「葉っぱビジネス」を思いついたことから始まり、刺身などのツマモノをビジネスとし

て成功させた第三セクターの会社。副社長の横石さん自体が、上勝町の農協に就職した 26
年前当時、徳島市内からの珍しいＩターン者でありました。そして、この株式会社いろど

りの社員は、現在も 100 パーセントＵ・Ｉターンで成り立っています。 
 

協力隊が来る前の上勝の課題は―。 
「協力隊が来た８年前は、農産物が落ちかけてたとき。地域の人だけではあかん、外か

らの目を入れなあかんと協力隊の提案があった。課題は地域の中だけではあかん。もっ

と外の目を。ええことやなぁと思った。」 
 

 実際、協力隊を受け入れて地域の人は何を学んだのでしょうか―。 
「今まで楽しくない、嫌なものだった山の仕事を楽しそうにする。外から来た人にとっ

ては楽しい。見方が変わればこういう風になるんやなと思ったというのがある。しかし、

協力隊受け入れ当時（７年前）は扱い方がわからず、地域の目も厳しかった。しかし結
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果として、『地域にあるが地元の人にはよく見えないもの』の価値に外からの目によって

気づくことができた。」 
 
地域にはどのような変化があったのでしょうか―。 
「町外の人間は、『家』などの地域のわだかまりがないため、先入観がなく素直に受け入

れられる。一方、地元の人間は、昔からのわだかまりがあるため、新しいことを始めよ

うとするときに内容的なところではない部分で必ず進められなくなる。また上勝は、外

から来て思いを持って『変えよう』とする者に対しての抵抗感がないため、よそ者は動

きやすい。だから、町で新しい企画をするときに外部から人を呼んだ。（上勝町では『NPO
法人ゼロ・ウェイストアカデミー』も『有限会社 環境とまちづくり』も、『徳島県立 高
丸山千年の森』も町外からの人材が中心になって運営している。また、上勝町役場も全

国公募である。）これがよかったのだと思う。これからの上勝は、外からの人間をさらに

増やし、地域とどう絡めていくかが決め手となる。第三セクターがもっとＵ・Ｉターン

を雇用し、町全体で経済の渦を巻いていくことが必要だ」 
 
７．終わりに～I ターンと地域のこれから 
 I ターンがここで生活できるのは、やはり上勝の人々が I ターンを温かく迎え入れてくれ

るからということが大きいと思います。ちょっと落ち込んだり疲れたりした日には、玄関

のドアノブに野菜か料理がぶら下がっています。これが私の栄養源で元気源になるのです。 
上勝には私が来る以前から、地元を誇りに思い前進しようとしている人がいました。そ

れはもちろん、町内すべての人ではなくごく一部の人々です。I ターンは、その一部の人々

の姿に影響され、今まで動こうとしなかった地元の人々は I ターンに影響され動き出す、

上勝にはそんな構図があるように感じます。 
それでも、田舎は都会に憧れ、都会は田舎に憧れます。田舎の「全体のつながりの中で

一人ひとりが生きいきできる環境」と、都会の「個人が興味を持ったことに自由に打ち込

める環境」、思いを強く持てば、都会も田舎も関係ないと思いますが、それぞれのいいとこ

ろを I ターンという存在によって輸出輸入できたらそれぞれがもっといいところになるの

ではないかと思いました。 


